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静岡県 明ヶ島５号墳下層出土 
（磐田市埋蔵文化財センター編 2003） 

図５ 筑形木製品を模造した土製品 
 

 
              

 

 
 

 

 

滋賀県古高・経田遺跡 古墳前期末（森山編 2005）  中国湖南省 馬王堆三号漢墓 （湖南省博物館・湖南省文物考

古研究所 2004） 

図４ 筑形木製品                 図６ 名器 「筑」  
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１ 「槽作り・箱作りの琴」静岡市登呂遺跡・平成 12年度調査 弥生後期 （静岡市教育委員会 2005を改変）   

２ 「板作りの琴」 静岡市小黒遺跡 古墳初頭 （笠原 2006、静岡市提供） 

図３ 「琴」 
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図７ 「琴」および筑形木製品における張絃方法の推定模式図（筆者作図） 

（この模式図は突起 1 本に 1 絃を張ると仮定した場合を示す） 

 

 

 
図８ 静岡市登呂遺跡・平成 12年度調査出土「琴」（図３の１）の復元図（筆者作図）   

 
 
 
 

Ⅰ 「琴」  平面図 

Ⅱ 筑形木製品  平面図（上）・縦方向断面図（下） 
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１ 図３の１および図８の復元品  ２ 図３の２の復元品 

図９ 実寸大による製作技術・全体構造の復原的検討 （筆者撮影） 
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註 
１ 図 1に示すポスターは、http://musicarchaeology.tjcm.edu.cn/index.aspより掲載した。 
２ 本稿では、考古資料において「音」を発するための道具を「音響発生器具」と呼んでいる。「楽
器」という用語を広義に捉えて呼称することもできるが、「音響発生器具」という用語を設定する理由
について、筆者は既出の論考（荒山 2008a:44）に次のように記している。「我々が「楽器」と呼ぶ概念
として、無意識的にも「音楽」を奏でるための道具という認識を持ち合わせやすい。人類史において、
文化的規範によって「音」を操作し、歴史的に達成してゆく過程を明らかにしようとするならば、文化
制度化された「音楽」や「楽器」を前提とする枠組みから放れ、より客観的かつ包括的な枠組みの中で
問うてみることも必要である。」 
このような観点から、本稿において、絃の振動によって発音される音響発生器具を、「絃鳴系音響発

生器具」と呼んでいる。 
３ 本稿で使用している「絃」の字について、現在では楽器に張られた糸を「弦」と表記し、その弦を
張って弾く楽器のことを「弦楽器」と表記することが一般的である。ただし、本来的には「弦」ではく
「絃」という表記が歴史的に慣用されており、本稿では「絃」の表記を用いる。 
４ 本稿では、「復原」と「復元」を使い分けて記載する。「復原的研究」とは、想像的・外観的な再現
をおこなうのではなく、当時の製作技術や製作工程、使用方法・使用技術、音響の認識を再構成するた
めの研究を指す。また、復原的な推定をおこなう上で製作し再現することを「復元製作」と呼ぶ。 
５ 「琴」が指す絃鳴系音響発生器具の範疇はその時代によってさまざまである。現在では、琴柱を用
いる「箏」を指して「琴」（コト）と呼ばれることが一般的である。また、「琴」をキンと呼ぶ場合は、
琴柱を用いないものを指す。本稿においてカギ括弧付きにより表記する出土「琴」（コト）は、絃を張る
ための長胴な板をもつ絃鳴系音響発生器具を指し、その大半は片方の端部に突起が作られている。端部
に突起が認められる点は「和琴」に共通する特徴である。和琴では片方の端部に 6 本の突起をもち 6 本
の絃を張る。「和琴」は現在も使用されているが、箏のように身近な和楽器として日常的に奏でられるも
のではなく、皇室をはじめ特別な伝統儀式を継承している神社で行われる御神楽（みかぐら）などに使

１ 「槽作り・箱作りの琴」 

２ 「板作りの琴」 

http://musicarchaeology.tjcm.edu.cn/index.asp
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用されている。 
６ 註４を参照。 
７ 筑形木製品の位置付け関しては、「板作りの琴」の中に位置づける見方もある（水野 1980、上原
1993 など）。先行研究では、類例の増加と共に形態的特徴や想定される奏法が「琴」とは異なる点が指摘
されるようになり、別種とする見解が提示されるようになる（笠原 1999 ほか）。筆者も筑形木製品の個
別研究を実施しており、それを受けて本文中に挙げた理由から別種であると考える（荒山 2005）。 
８ 突起側の絃の固定方法については、和琴のように突起に 1 絃ずつ固定したことが想定されるが、和
琴にみられるような突起に固定するための穿孔はみられない。弾琴埴輪や土製模造品にデフォルメされ
た絃表現から、突起間に絃を張った可能性もある。 
９ 第 3 章 5 節について、発表時にはこれらの内容に図版を添えて説明をおこなったが、本紙では頁数
の都合により割愛した。刊行予定である論集（議事録）には、これらの内容に図版を添えた原稿を提出
している。合わせて参照されたい。 
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